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第 1２回 SS 課題研究基礎                            

『気づき力育成プログラム～生物＆物理編～②』 

 

前回のまとめ 

 みんなが前回提出してくれた仮説設定を元に，多かったものをまとめたものが以下の 4 点に

なります。仮説は『独立変数が○○すると，従属変数は△△になる。』という書き方を意識する

と書きやすいよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験準備 

こちらもみんなからの情報をまとめて，ブラッシュアップしてみました。 

仮説 

Ａ～Ｄ 

②より 

変化させる独立変数は 

何か 

③より 

②をどのような方法で

変化させるか 

④より どのような方

法と基準で従属変数の

変化を数値化するか 

どんな結果が得られれ

ば，仮説は証明される

のか。 

A 温度変化 ３７℃設定の恒温機で

５分ほど温める。 

顕微鏡内の任意の視野

を 10 か所観察し，弾

糸が巻き付いているも

のと，巻き付いていな

いものの数を計測し，

全胞子数に対する割合

(巻付指数)を求める。 

②に挙げた独立変数の

変化に合わせて，従属

変数（＝巻付指数）が

上昇すれば，仮説が正

しいと言える。 

B 物理変化 スポイトで常温の空気

を送る。 

C 化学変化 CO２で満たしたジップ

ロックに胞子を 5 分静

置する。 

D 湿度変化 霧吹きで霧を吹きか

け，胞子プレパラート

で水滴を受け止める。

 

 

個人シート１

① スギナの胞子に生じた変化 

・胞子に付属していた 4 本の弾

糸が，息を吐きかけると胞子に

巻き付いてきた。 

④ 

・顕微鏡の視野内の任意の数の胞

子の弾糸が巻き付いたかカウン

トし，全測定個数に対する割合(巻

付指数)を求める。 

② ①に影響を与えている要因 

Ａ温度変化 

Ｂ物理刺激 

Ｃ化学変化 

Ｄ湿度変化 

③ 

Ａ:恒温機にプレパラートを入れ

て，5 分温める。 

Ｂ:スポイトで常温の空気を吹き

付ける。 

Ｃ:ＣＯ２を満たした容器に入れる

Ｄ:スライドガラスの脇に，水滴を

１滴滴下する。 

⑤ 仮説設定 

A：温度のみを体温まで変

化させると，巻付指数が上

昇する。 

 

B：物理的に刺激のみを与

えると，巻付指数が上昇す

る。 

 

C：二酸化炭素濃度のみを

高めると，巻付指数が上昇

する。 

 

D：湿度のみを高めると，

付指数が上昇する。 
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実験 

◎ 目的 スギナの胞子に弾糸が巻き付く現象に影響を与えている要因を明らかにする。 

 

◎ 方法 グループ内で担当を決め，仮説検証実験 A～D を行う。実験 B に当たった人はスポ

イトで刺激を与える前に，『対象実験』として何も刺激を加えていない状態で計測する

こと。 

手順 実験 A：温度変化 実験 B：物理変化 実験 C：化学変化 実験 D：湿度変化 

① 恒温機ゾーンにスラ

イ ド ガ ラ ス を 持 参

し，その場にあるス

ギナの生殖茎から胞

子を少量取り，ﾌﾟﾚﾊﾟ

ﾗｰﾄを作成する。 

スライドガラスを取

り出し，白いバット

にあるスギナの生殖

茎から胞子を少量取

り，プレパラートを

作成する。 

CO2 ゾーンに行き，

ジップロック内にそ

の場にあるスギナの

生殖茎から胞子を少

量取る。 

霧吹きゾーンにスラ

イ ド ガ ラ ス を 持 参

し，その場にあるス

ギナの生殖茎から胞

子を少量取り，ﾌﾟﾚﾊﾟ

ﾗｰﾄを作成する。 

② 恒温機にプレパラー

トを入れ，３分経過

したのち，顕微鏡に

プレパラートをセッ

トし，観察を行う。

顕微鏡にプレパラー

トをセットし，ピン

トを合わせたのち，

視野を観察しながら

A か C の人にスポイ

トで空気を優しく噴

射してもらう。 

CO2 でジップロック

内を満たし，３分経

過したのち，CO2 を

少し抜いて，顕微鏡

にジップロックをセ

ットし，観察を行う。 

霧吹きの水滴をプレ

パラートで受け止め

たのち，顕微鏡にプ

レパラートをセット

し，観察を行う。 

③ 観察・計測する際には以下の点に注意する。 

ⅰ 任意の視野を５～１０か所，無作為に選ぶ。（大体合計が２0 個程度になるように） 

 ⇒スライドガラスの同じところを何度も見ないように，規則的に動かすとよい。 

ⅱ 各視野内の『弾糸が巻き付いた胞子数』と『弾糸が伸びた胞子数』を計測する。 

  ※弾糸のみのもの，弾糸が外れているものに関してはカウントしない。 

ⅲ 提出用のグループシート(ピンク)に計測結果を記入する。 

④ A～D の結果をすべて記入し，『巻付指数』を計算し，考察をし，仮説検証を行い，目的

に合った結論を記入する。 

◎ 準備物 

 恒温機（３７℃設定），ＣＯ２ボンベ，ジップロック，純水入り霧吹き， 

ツクシ(スギナの生殖茎)，プラスティックスポイト，スライドガラス 

 

結果記入 （個人メモ） 

 対象実験 A：温度 B：物理 C：化学 D：湿度 

弾糸が巻き付いた胞子数 ⅰ      

弾糸が伸びた胞子数 ⅱ      

観察した胞子数ⅰ＋ⅱ 

（20 以上になること） 

     

巻付指数(ⅰ／ⅰ＋ⅱ)×100 ％ ％ ％ ％ ％
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結果記入（全員の計測結果を１枚にまとめる） 

 対象実験 A：温度 B：物理 C：化学 D：湿度 

弾糸が巻き付いた胞子数 ⅰ      

弾糸が伸びた胞子数 ⅱ      

観察した胞子数ⅰ＋ⅱ      

巻付指数 

(ⅰ／ⅰ＋ⅱ)×100 
％ ％ ％ ％ ％

 

考察（グループワーク） 

仮説『独立変数である      が      すると， 

 

従属変数である巻付指数が     なる。』は実験     より証明された。 

結論（グループワーク） 

 スギナの胞子の弾糸が巻き付く現象は      に影響を最も受けていると示唆された。 

 

話し合おう（グループワーク） 

Q1 弾糸は細胞そのものではなく，胞子細胞の外側存在する細胞壁の延長にある構造体である。

今回の実験結果から，弾糸の構造はどのような構造になっていると考えられるか。巻付きの

メカニズムと共に素材，物性などの観点から推定せよ。 

メカニズムは… 

 

と予想されるので，

弾糸の構造は… 

 

であると考えられる。

 

Q2 Q1 を踏まえて，身近な製品に弾糸の構造と似た仕組みを持ったものを一つ以上挙げよ。 

 

 

 

Q３ 実験結果を踏まえた，弾糸の性質と形状はスギナの繁殖戦略としてどのようなメリットが

あるか。 

 

 

 

 

 

SP 指令（早く終わった班のみ実施） 

 身近な文房具などを利用して，弾糸の性質に似せたバイオミメティックな構造体を作成せよ。 

完成したら田中・清原に見せるべし！ 

 

１年   組   班 氏名       ，      ，      ，        

グループシート


